
	

1	

国際シンポジウム 

不可能への挑戦 形のないアートを保存する  
―――博物館におけるパフォーミングアーツとメディアアーツのアーカイブと展⽰を巡って――― 

 

⽇時︓2018 年 2 ⽉ 22 ⽇（⽊）17:30-19:30 

会場︓早稲⽥⼤学 国際会議場 

主催︓早稲⽥⼤学演劇博物館、新宿から⽂化を国際発信する演劇博物館実⾏委員会 

助成︓平成 29 年度 ⽂化庁 地域の核となる美術館・歴史博物館⽀援事業 

後援︓スーパーグローバル⼤学創成⽀援事業 早稲⽥⼤学国際⽇本学拠点 ※成果報告発信 

協⼒︓ テキサス⼤学オースティン校ハリーランサムセンター、ヴィクトリア＆アルバート博物館、

NTT インターコミュニケーション・センター [ICC] 

 

 

パネリスト 

テキサス⼤学オースティン校 ハリーランサムセンター/Harry Ransom Center（⽶） 

テキサス⼤学オースティン校にある⼈⽂科学図

書館・博物館。センターには、アメリカやイギ

リスの演劇、ダンス、オペラに関する様々な資

料（原稿、⾐装、模型、ポスター、写真ほか）

を収蔵。また、アメリカの演劇を代表するテネ

シー・ウィリアムズ、アーサー・ミラー、リリ

アン・ヘルマン、アドリアンヌ・ケネディなど

の主要な演劇⼈のアーカイブが⽤意されている。 

 

エリック コリアリー/Eric Colleary 

テキサス⼤学オースティン校ハリーランサムセンター  

演劇＆パフォーミングアーツ・キュレーター 
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ヴィクトリア＆アルバート博物館/Victoria and Albert Museum（英） 

 

芸術とデザインに関する世界屈指の博物館で、陶磁器、家具、⾐装

類、ガラス細⼯、宝⽯など、3000 年余りにおよぶ世界⽂明の遺物

を収蔵。同館の演劇とパフォーマンスのコレクションには、イギリ

スのパフォーミングアーツの近年の実践とあらゆる歴史が記録され

ている。また、そのアーカイブには、主要な演劇、劇団、20 世紀の

舞台美術家、俳優、演出家などが収められている。 

 

 

 

ラモーナ・ルイジェフスキ/Ramona Riedzewski 

ヴィクトリア＆アルバート博物館 演劇・パフォーマンス部⾨

収蔵品管理部⻑ 

 

 

NTT インターコミュニケーション・センター [ICC]/NTT InterCommunication Center （⽇） 

 

ICC は、「コミュニケーション」をテーマとして

科学技術と芸術⽂化の対話を促進し、豊かな未

来社会を構想することを⽬指して活動する

NTT 東⽇本が運営する⽂化施設。所蔵するヴィ

デオあアート作品、アーティストや科学者等の

インタヴュー、過去の展⽰などを、館内に設置

された視聴端末や、ウェブサイトで視聴可能な

映像アーカイヴ「HIVE」を公開している。 

 

畠中 実/Minoru Hatanaka 

NTT インターコミュニケーション・センター [ICC] 主任学芸員 
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早稲⽥⼤学 坪内博⼠記念演劇博物館/the Tsubouchi Memorial Theatre Museum（⽇） 

 

早稲⽥⼤学演劇博物館は、2018 年に 90 周年

を迎えた。1997 年の浮世絵データベース構

築をきっかけに、20 年以上にわたり演劇資料

を中⼼としたデータベース化と⼀般公開の拡

充を続けてきた。役者絵は世界最多の公開数

を誇り、台本、番付、上演記録、舞台⾐裳な

ど多種多様であり、近年では 3D データをブ

ラウザ上で閲覧可能とするなど、新技術にも取り組んでいる。 

 

⼟屋 紳⼀/Shinichi Tsuchiya  

早稲⽥⼤学演劇博物館 デジタル・アーキビスト 

 

 

 

 

 

岡室 美奈⼦/Minako Okamuro（司会） 

早稲⽥⼤学演劇博物館 館⻑。早稲⽥⼤学 ⽂学学術院 教授 
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【第 1 部】各館における取組みについて 

 

岡室 美奈⼦ 

イントロダクション 

 

本⽇はシンポジウム『不可能への挑戦 形のないアートを保存する ―博物館におけるパフォー

ミングアーツとメディアアーツのアーカイブと展⽰を巡って―』にお越しくださいましてありが

とうございます。演劇博物館館⻑の岡室と申します。司会を務めさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。まず早稲⽥⼤学演劇博物館について簡単にご紹介させていただきます。 

 

早稲⽥⼤学演劇博物館は坪内逍遙が⽇本で初めて『シェイクスピア全集』を完訳したのと、逍遙

の古稀を記念して 1928 年に創⽴されました。逍遙は⽇本の近代⽂学史や演劇史にその名を刻む

研究者、⼩説家、劇作家、批評家、翻訳家です。の建物はイギリスのエリザベス⼥王時代の劇場

フォーチュン座を模して建てられたもので、正⾯には『この世は全て舞台』というシェイクスピ

アのせりふが掲げられています。演劇博物館は今年開館 90 周年を迎え、現在リニューアルのた
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め休館中ですが、3 ⽉ 23 ⽇にはリニューア

ルオープンを控えていますので、どうぞ皆様

お越しくださいませ。 

 

演劇博物館は 1928 年の開館以来、アジアで

唯⼀の演劇専⾨総合博物館として、⽇本国内

はもとより世界各地の演劇、映像の貴重な資

料を収集し、およそ 100 万点にも及ぶコレクションを有しています。私たちの活動は資料の収集、

保存、展⽰とデジタルアーカイブの構築、演劇映像の調査、研究、シンポジウムやイベントの開

催という 4 本の柱から成っています。演劇博物館が収蔵する貴重な資料の中からほんの⼀部をご

紹介します。演劇博物館は俳優を描いた役者絵を中⼼に世界有数のコレクションを有しています。

これらは 3 代⽬豊国の作、それから江⼾時代の『⼥歌舞伎図屏⾵』です。美しいだけではなくて、

当時の演劇状況を知る⼤変貴重な資料となっ

ています。続いて、こちらは演劇博物館が世

界に誇るといっていいと思いますが、河鍋暁

斎作の『妖怪引幕』と呼ばれる幕です。これ

は江⼾時代に天才絵師といわれた河鍋暁斎が、

新富座のために⼀晩で描いたといわれている

もので、それぞれの妖怪は当時の⼈気俳優の

顔になっています。世界で 1 点だけの⼤変貴

重なものです。 

 

演劇博物館は、⽂楽⼈形のような⽴体物や、⾐装も⼤変多くあり、これは能装束と越路吹雪さん

のドレスの画像です。アジアで唯⼀の演劇の総合博物館として、アジアの演劇資料も仮⾯を中⼼

に収集しています。また、実は演劇だけではなく、映像資料の収集にも⼒を⼊れていて、これは

1916 年の『雷⾨⼤⽕ ⾎染の纏』というフィルムですが、このような古い貴重な映画も収蔵し

ています。もちろん現代演劇の資料も充実していて、これは 1960 年代の、いわゆるアングラ演

劇の中核を担った唐⼗郎さんの状況劇場のポスターで、⽇本を代表するグラフィックデザイナー

の横尾忠則さんがデザインしたものです。今駆け⾜でお⾒せしたのは、演劇博物館のコレクショ

ンのほんの⼀部です。 
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では、こうした資料を使ってどのような展⽰を⾏ってきたか、これも駆け⾜でご紹介します。2014

年には私が館⻑になって初めて本格的に⼿掛けた展⽰『サミュエル・ベケット―ドアはわからな

いぐらいに開いている』を開催し、ここでは『ゴドーを待ちながら』を、東⽇本⼤震災などの被

災者に希望をもたらす劇として位置づけました。実は本⽇のゲストの皆様は何かしらベケットと

つながりがあります。私もベケットを専⾨としていますが、エリック・コリアリーさんはテキサ

ス⼤学ハリーランサムセンターご所属ですが、ハリーランサムセンターにはベケットの貴重な草

稿が数多く所蔵されていて、私も調査に⾏ったことがあります。また、ヴィクトリア＆アルバー

ト博物館のラモーナ・ルイジェフスキさんは、ベケットの出⾝⼤学であるダブリン⼤学トリニテ

ィ・カレッジでライブラリアンとして勤務されていた経験をお持ちです。トリニティ・カレッジ

にも草稿や⼿紙などベケットの資料が数多くあります。また ICC の畠中さんは、この演劇博物館

のベケット展を⼤変気に⼊って、演劇博物館の館報である『enpaku book』に展⽰レビューを寄

せてくださいました。 

 

⽇本の演劇の展⽰も⼿掛けており、最初の画像は⽇本の剣劇の劇団、新国劇の展⽰『寄らば斬る

ぞ︕』のものです。続くこちらはコンテンポラリーダンスの展⽰で、このときは⾮常に多くのダ

ンス映像を展⽰しました。続いて昨年開催した『テレビの⾒る夢―⼤テレビドラマ博覧会』です

が、これは⽇本のテレビドラマの歴史をたど

るもので、こうした展⽰は恐らく⽇本で初め

てだったかと思いますが、過去最⾼の来場者

数を記録いたしました。演劇博物館では様々

なイベントやライブパフォーマンスも開催し

ており、地域の⽂化振興にも貢献しています。

例えば、神楽坂の⾚城神社の境内をお借りし

『⼤幻燈会』を開催した時には、写し絵と呼

ばれる江⼾時代の幻燈を劇団みんわ座が復元

をしてくれました。そして 林家正雀
はやしや しょうじゃく

師匠の

怪談話とともに上映し、約 400 名のお客さま

に喜んでいただきました。続いて先ほども話

題に出たベケットのパフォーマンスです。ア

イルランドの劇団 Company SJ を招聘し、

演劇博物館の前でベケットの演劇のパフォー
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マンスをしてもらいました。⼟砂降りの⾬でしたが、たくさんのお客さまが素晴らしいパフォー

マンスを堪能されました。 

 

演劇博物館は、オンラインのデジタルミュージアム、デジタルアーカイブにも⼤変⼒を⼊れてお

ります。52 万件以上のデータと画像があり、きょうのテーマにも深く関わるところですので、演

劇博物館デジタルアーカイブ責任者の⼟屋から後ほどご報告させていただきます。 

 

以上、⼤変駆け⾜で演劇博物館をご紹介しましたが、⾮常に多彩な活動を⾏っています。先ほど

も申し上げましたように、3 ⽉ 23 ⽇には開館 90 周年を機にリニューアルオープンいたします。

常設展を⼤幅にリニューアルし、ミニシアターを開設するほか、90 周年記念として『ニッポンの

エンターテインメント 歌舞伎と⽂楽のエンパク⽟⼿箱』展を開催いたします。皆様のご来場を

お待ちしています。 

 

さて、本⽇のテーマについてですが、演劇などのパフォーミングアーツやライブの芸術は、そも

そも終わった瞬間に消えてしまうものであり、演劇そのものを保存することはできません。記録

映像を撮影したとしても、演劇の本質であるライブ性は失われてしまいます。そのような不可能

性を前提として、パフォーミングアーツやメディアアートを保存するとは果たしてどういうこと

なのか、またそれはいかに可能なのか、その困難な問いに対して私たちはどのように答えられる

のでしょうか。きょうはアメリカとイギリスと⽇本の第⼀線で活躍する素晴らしいゲストをお迎

えし、それぞれの取組みについて語っていただきます。 
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エリック・コリアリー 

「パフォーマンスを保存する ―演劇をアーカイブするためのストラテジー―」 

 

話を始める前に、演劇博物館の皆様に、このようなシンポジウムの開催とご招待いただいたこと

に対し、感謝の意を述べさせていただきます。ここでハリー・ランサム・センターの歴史を簡単

にご説明して、私たちが何を⾏い、何を所有し、それをどのように公開してきたかをご紹介した

いと思います。テキサス⼤学オースティン校にありますランサム・センターは国際的に知られた

⼈⽂学研究図書館、アーカイブ、そして博物館です。当コレクションは、作家やアーティストの

創造プロセスに対するユニークな⾒解を提供しています。 

 

1950 年代、英語学の教授であったハリー・ランサムは、世界各国の素晴らしい国会図書館をモ

デルとした⼈⽂学研究センターをテキサスに開設するという構想について説明しました。しかし、

歴史上重要なコレクションは既に他の図書簡に所蔵されていました。私たちは遅れをとったので

す。そこで、ランサム教授は現在活躍している作家や芸術家の作品をお願いしたのです。当時、

そのようなことはほとんど⾏われていませんでした。ほとんどの図書館は、作家の死後どのよう

なレガシーが⽣まれるか、そしてその作家に対する興味が続くかどうかを確認したいと望んでい

ます。当時の税法では、作家や芸術家は原稿を贈与として寄付し、免税を請求することができま

した。このような⽅法で、私たちはテネシー・ウィリアムズ、アーサー・ミラー、リリアン・ヘ

ルマンなどの有名な劇作家の原稿を⼿に⼊れることができたのです。 

Title Goes Here

July 29, 2004
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教授による研究も購⼊に拍⾞をかけました。

1950 年代、1960 年代、そして 1970 年代初

期の教授たちは、サミュエル・ベケットやジ

ョージ・バーナード・ショーについての研究

を⾏っていました。そこでランサム・センタ

ーは、教授や学⽣たちに研究のリソースを提

供するため、彼らの原稿を集め始めました。

ランサム・センターには劇作家の原稿の豊富なアーカイブがありましたが、奇術師ハリー・フー

ディーニの原稿を含む幅広い演劇や舞台芸術の収集も始めたのです。私たちの強みは、演劇、ミ

ュージカル、舞踊、オペラ、ボードビル、奇術、吟遊詩⼈、パントマイム、および⼈形劇などで

す。今⽇ランサム・センターは 5 つの異なる分野におけるコレクションを所蔵しています。当セ

ンターの⽂学書および希少本のコレクションには、ジェームス・ジョイス、ノーマン・メイラー、

デヴィッド・フォスター・ウォレス、ガブリエル・マルケス、およびカズオ・イシグロなどの作

家のアーカイブが含まれます。写真では世界で最古の写真であるジョセフ・ニェプスの『ル・グ

ラの窓からの眺め』（View from the Window at Le Gras）も所蔵しています。これは 1826 年

にカメラで撮影された最初の写真です。 

 

当センターでは、これらの資料を研究⽤に閲覧室で⾒ることができるようにしていて、これが⼀

般公開の柱となっています。他の施設では展⽰が中⼼ですが、我々が展⽰という形を考えたのは

もっと後のことで、博物館としての活動は 2003 年以降です。写真付きの⾝分証を持っていれば

誰でもランサム・センターに⼊ってアカウントを登録できます。専⾨的な学者である必要はあり

ませんし、閲覧室の利⽤申請も不要、原則として事前予約も要りません。また、当センターでは、

ほとんどの資料をデジタル化し、無料でウェブサイトで⾒ることができるようにしています。著

作権切れになっているか、作家または財産管理⼈からの許可が必要なため、時間はかかりますが。

パフォーミングアーツでは、オスカー・ワイルドといった作家のアーカイブなどがあり、舞台写

真やスクラップブック、ポスターなどもあります。最近ではシェイクスピアのファースト・フォ

リオも加わるなど、随時追加を⾏っています。 

 

ギャラリーでの展⽰も⾏っています。より広い層の観客にアプローチし、ランサム・センターに

⾜を運ばないような⼈たちにも⾜を運んでもらうためです。また、他の博物館での展⽰のための
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貸出しも⾏っています。お⾒せしている写真は「Making Movies（映画制作）」という 2010 年

の当センターの展⽰で、映画制作過程での⾐装や⼤道具などに焦点を当てたものです。2016 年

には「Shakespeare in Print and Performance（書物および舞台のシェイクスピア）」と題した

展⽰を⾏い、シェイクスピアの初期に出版された本や何百年もの舞台の歴史を紹介しました。つ

い数週間前には、私⾃⾝が⼿がけて、アメリカにおけるボードビルの歴史を紹介した新しい展⽰

を開催しています。たくさんの写真が写っていますが、総数 202 点の展⽰品のほか、ギャラリー

には、⽤意しておいたモノローグを来場者⾃⾝で演じてもらえるステージも作りました。⾃分⾃

⾝の⾝体で、演じるとはどのようなことか、感じてもらうためです。 

 

所蔵品について知識をより深めてもらう⼀般

向けのイベントも実施していて、講義、シン

ポジウム、所蔵原稿の作家や芸術家の招待、

公演、映画鑑賞会などを⾏っています。読書

会も⾏っていて、戯曲や⼩説を読んだあとセ

ンターで原稿を⾒ることで、作家がどのよう

に創作を⾏ったかが分かるようになっていま

す。早稲⽥の演劇博物館と同じく、⼤きな⼤

学のキャンパスのはずれにあって、⼤学や研究者だけでなく、世界中の⼀般愛好家に利⽤されて

います。 

 

パフォーミングアーツ関連の所蔵には、操り⼈形、出版物、⼿書き原稿、芝居のビラ、ポスター、

写真、⾐装など、ありとあらゆる種類・形式の資料があります。その中で中⼼となるのは、作家

や芸術家のアーカイブです。今お⾒せしているのは、テネシー・ウィリアムズの『ポーカーの夜』

（Poker Night）ですが、これは舞台「欲望という名の電⾞」の初期の草稿にあたります。テネ

シー・ウィリアムズは戯曲を⼀編書きあげると、そこから良い部分だけを抜き出して、それをも

とに全く新しい戯曲を書き、納得のいく作品が出来上がるまでそれを繰り返すという⼿法を採り

ました。アーカイブにある多数の草稿によってこの過程を⾒ることができます。お⾒せしている

草稿では、スタンレーという登場⼈物はもともとラルフという名前だったことがわかりますね。

彼の最初の名前変更です。 

 

テレンス・マクナリーなどの最近の作家は、コンピューターを使⽤しています。彼らのコレクシ
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ョンには印刷物と「ボーン・デジタル(Born 

Digital︓⽣まれながらのデジタル)」のアー

カイブが含まれます。ボーン・デジタルファ

イルとはデジタル形式のみで存在する資料の

ことで、紙媒体、あるいは紙としての記録が

ありません。当センターにはノーマン・ベル・

ゲディーズなどのデザイナーの作品もありま

す。これはダンテの『神曲』のためのデザインです。実際舞台で上演されることはなかったので

すが、アメリカの古典劇の舞台美術の中の傑作の⼀つです。ジューリー・スタイン作曲、スティ

ーヴン・ソンドハイム作詞のミュージカル『ジプシー』など、ミュージカル曲の所蔵もあり、ア

ーティストの共同作業による創作過程を⾒ることができます。1700 年代以降の演出台本なども

ありますが、役者や裏⽅の合図に関する指⽰が書かれていて、舞台がどのように上演されたのか

分かる重要な資料です。 

 

施設内には 3 つの保存ラボがあり、それぞれ紙資料、書籍、写真を専⾨に、経験豊かな保存修復

⼠がデリケートな資料の保存、修復にあたっています。写真に写っているのは、ヘンデルの『ジ

ョージ 2 世の戴冠式アンセム』の⼿稿とひびの⼊ってしまった舞台写真のガラス乾板が補修処置

を受けているところです。 

 

博物館のスタッフは、安全な展⽰と保管のために、展⽰制作や⼈体模型や台座作りの訓練を受け

ています。最後にお⾒せする写真は、当センターの収蔵庫と、保管体制です。このようにずらり

と並んだ箱に⼤量の紙資料が保存され、従来の図書館のように本棚もあります。額縁に⼊った美

術品は棚に吊るされ、ポスターや⼤きな芝居のビラなどは横型のファイル引き出しに保存されて

います。歴史的な写真や映画も貴重なものが多数ありますが、これらのネガは⼤きな冷蔵保管庫

で、ネガ保存に最適と⾔われる華⽒ 30 度（摂⽒零下 1 度）で保管されています。また、⾐装や

⾐類などの布地資料の保存も⼿掛けています。お⾒せしている写真の箱には映画『⾵と共に去り

ぬ』の⾐裳が⼊っていますし、他にも埃が付かないようカバーをつけたハンガーラックもありま

す。こちらの写真は、古いサーカスの⾐裳です。 

 

有名な作家の個⼈所有物もあります。この写真は作家、ガートルード・スタインが所有していた

チョッキの 1 つですが、チョッキがくしゃくしゃになって破れたりしないようにパッドの⼊った
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箱に保管されています。⼤規模なセットの模型もあります。写真のこれは 3 つの部分に分解でき

ますが、キャビネットの中には収まらず上にしか置けないので、カバーをかけています。また、

⼤きな操り⼈形収蔵庫もあります。マリオネットは天井のフックに吊り下げて、他の⼈形は中性

紙に包んで箱に保存しています。 

 

以上で、施設の概要と、収蔵品の⼤まかなイメージ、その保管、公開について、簡単にお話しさ

せていただきました。 
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ラモーナ・ルイジェフスキ 

「無形をとらえる︓V&Aにおけるイギリスのパフォーミングアーツのナショナルコレクション」 

 

本⽇はお招きいただき、本当にありがとうございます。この場でロンドンのヴィクトリア＆アル

バート博物館における舞台芸術のコレクションについてお話しできることはこの上なく光栄です。

ヴィクトリア＆アルバート博物館の背景、中でも博物館における無形財産の収集という課題にど

のように取り組んできたかについてお話ししたいと思います。当館のギャラリー、展⽰、展覧会

などについて詳しくお話しする前に、当館のコレクションと、施設内やオンラインからどのよう

にアクセスできるかをお話しします。そして、結論部分では、舞台芸術収集の課題、当館の現状

と将来の展望についても焦点を当てたいと思います。 

 

当館についてご存知ない⽅たちのためにお⾒せしますが、これがヴィクトリア＆アルバート博物

館です。1851 年のロンドン万博後、アルバート王⼦によってロンドン⻄部に⽂化的拠点の設置

が計画されました。この拠点は科学と芸術に捧げられ、「アルバートポリス」と名付けられました。

ヴィクトリア＆アルバート博物館を始め、科学博物館、⾃然科学博物館、ロイヤル・アルバート・

ホール、王⽴⾳楽⼤学、インペリアル・カレッジ・ロンドンなどが含まれます。ヴィクトリア＆
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アルバート博物館は V&A と呼ばれ、アート、デザイン、パフォーマンスの博物館です。創造的

なプロセスを根本として、現在それから新しい世代にインスピレーションを与えるという使命が

あります。現在 V&A には様々な施設があり、サウス・ケンジントンの本館、イーストロンドン

にある V&A ⼦供博物館などがあります。お⾒せしているのはウエストロンドンのブライス・ハ

ウスにある保管庫で、これはいくつもある舞台関連コレクションの保管庫の 1 つにすぎません。 

 

数か⽉前、私たちは中国の深圳に博物館を開館しました。スコットランドにも、もう 1 つ開館予

定の博物館があります。建設されたばかりで、9 ⽉にオープンします。⽇本の建築家、隈研吾の

設計によるもので、⽇本とも少しつながりがありますね。V&A には英国ナショナルコレクション

に認定された収蔵品もあり、家具や、⼦供関係資料、舞台関連などです。 

私の所属しているのは、演劇／パフォーマンス部⾨ですが、94 年の歴史があります。V&A がロ

ンドンの芝居ビラやプログラムのコレクション 8 万点をエントーヴェン⽒から受け⼊れたことで

発⾜しました。1974 年には、V&A の関連施設「演劇博物館」として、ロンドンの劇場街の中⼼

であるコベント・ガーデンに専⽤の建物を持つに⾄りました。残念ながら 2007 年に閉館となり

ましたが、収蔵品と閲覧機能は、ウエストロンドンのブライス・ハウスの V&A コレクションに

移されました。そして 2009 年から、サウス・ケンジントンの本館に常設展を設けています。コ

レクションの⼀部を展⽰するだけでなく、新収蔵品のお披露⽬もしていますが、所蔵品の 1％も

展⽰できていないというぐらい、収蔵品があります。2010 年には、「David Bowie Is（デヴィッ

ド・ボウイ・イズ）」や「You Say You Want a Revolution（ユー・セイ・ユー・ウォント・ア・

レボリューション）など、V&A の主要な展⽰にも貢献するようになりました。  

 

V&A の演劇／パフォーマンス部⾨は、パフォーミングアーツに関する英国ナショナル・コレクシ

ョンを有しています。これは英国最⼤のパフォーミングアーツのコレクションで、世界的にも有

数の規模です。ドラマ、バレエ、舞踊、オペ

ラ、サーカス、⼈形劇、喜劇、ミュージカル、

⾐装や舞台装置、パントマイム、ポップミュ

ージックなど、あらゆるジャンルのパフォー

ミングアーツの現在の活動および歴史を記録

しています。英国内の活動に的を絞っていま

すが、イギリスのパフォーマーであれば、海

外での活動も対象としています。たとえば、
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ヴィヴィアン・リー、ポール・スコフィールド、マイケル・レッドグレイヴなどです。 

 

次は、その⽅法についてですが、他の部⾨であれば、例えば彫刻があって、台座のある陳列室が

あります。しかしパフォーマンスとなると、どのようにすればよいのでしょう。私たちは、企画

からリハーサルから、作品の⽴ち上げ、上演本番、その後まで、すべてのプロセスを対象として

扱います。 

 

V&A の使命は、現在そして新しい世代にインスピレーションを与えることであり、過去の作品に

ついての理解を共有することですから、使命を全うすべく、物理的な資料だけでなくボーンデジ

タル資料も収集しています。今お⾒せしているスライドには、過去の上演記録として収集してい

る資料の種類にどのようなものがあるかというリストです。エリックのリストとも重複している

内容がありますし、他の発表者も同じような資料を扱っていることと思いますが、こういったも

のを収集しています。 

 

左の写真は、ヴィヴィアン・リーが『アントニーとクレオパトラ』の映画で⾝に着けた頭飾りの

デザインで、オリバー・メッセルによるものです。頭飾りの現物と⼀緒に展⽰しています。⾐装

を着けたヴィヴィアンの写真もありますね。これらの貴重な有形の上演記録が残っているおかげ

で、上演のプロセスが分かりますし、使⽤された素材やプロセスを研究できます。最も興味深い

のは、実際の照明がなくても、⾊やニュアンスがわかることです。もちろんその時のムードや上

演環境はわかりませんが、これらの断⽚によって⼀番重要な部分は徐々にわかってきました。映

画は⽩⿊の時代に撮影されましたが、今では実際の⾊を⾒ることができるのがすばらしいですね。 

 

ここでは所蔵のほんの⼀部しかお⾒せできませんが、アーカイブコレクションは約 500 あり、規

模は箱 1 つ分から 1 マイルの⻑さまで様々です。脚本、後⾒役⽤台本、劇のテキスト、スクラッ

プブックなどの図書資料は 200,000 点、⾐装 3,000 点、ポスター15,000 点、舞台装置や建築

模型 500 点、写真資料 250 万点、300 以上の NVAP 録⾳、15 枚の舞台幕（背景／前）がありま

す。NVAP 録⾳についてですが、これは National Video Archive of Performance（国⽴パフォ

ーマンスビデオアーカイブ）の略で、1992 年に演劇博物館が娯楽産業組合と結んだ独⾃の契約

により、後世のために舞台をライブ録画することから始まりました。今年で 26 年⽬になります

が、ハロルド・ピンターやポール・スコフィールドなど既に亡くなった役者の⾼画質録画もあり

ますし、ベネディクト・カンバーバッチやベン・ウィショーなどの役者のキャリア初期のパフォ
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ーマンスも記録しています。現在、年間およそ 20 作品を録画しています。これは氷⼭の⼀⾓に

過ぎませんが、⾮常に価値ある資料であり、研究者が⾃由にアクセスできる点が魅⼒です。 

 

続いて、ロイヤル・コート・シアターを拠点とする English Stage Company の例をお⾒せした

いと思います。English Stage Company の 60 周年記念に制作した 60 秒のモンタージュがあり

ます。2 年前の各種アニバーサリーイベントに使⽤したものですが、私たちが所有している資料

のバリエーションをお⾒せする良い例だと思います。 

 

   [ビデオ] 

 

このビデオも、登場する資料、デジタル素材

はすべて、English Stage Company のアー

カイブから V＆A のコレクションに加えられ

ましたが、演劇／パフォーマンス部⾨でデジ

タル化されたり、ボーンデジタル資料となり

ました。当部⾨では、2008 年から 2009 年にかけてデジタル化プログラムを開始し、様々な要

因があってデジタル化が促進されました。デジタル化を伴う外部資⾦プロジェクトがいくつかあ

りましたし、演劇博物館の閉館以来、学芸員チームがブライト・ハウスに移動してきました。コ

レクションの保管場所と同じところにいられることになり、これも助けになりました。内部シス

テムも⼤規模なデジタル化を可能にしましたし、技術⾰新もありました。 

 

過去 10 年の間に、イギリスの博物館やギャラリー全体で、すべてのナショナル・コレクション

をオンラインで誰でも閲覧できるようにしようという⼤きな⽅針を打ち出し、所蔵品のデジタル

画像が検索できるオンライン図録「Search the Collections（コレクション検索）」を開始しまし

た。資料画像は最近まではプロの写真家によって⾮常にレベルの⾼い出版品質で撮影されていま

した。しかし、それでは時間がかかりすぎるため、3 年ほど前から職員による撮影を導⼊し始め

ました。今は新しい資料を⼊⼿すると、即座に画像に撮影しオンラインにアップすることにして

います。 

 

⼀番の課題は著作権です。当館では、テイクダウン・ポリシーを前提に、特に著作権所有者のわ

からない「みなしご作品」と呼ばれるものに関してはリスクベースのアプローチを採⽤していま
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すが、それでもアーカイブおよび図書資料をすべてデジタル化して公開するところまではいって

いません。⽂書化については次に説明します。 

 

ここ 10 年ほどで、V&A 資料の何百万にもおよぶデジタル画像が蓄積され、可能な限り最⼤限組

織のために活⽤してきました。しかし、これからの本当の課題は、電⼦メール、CAD デザイン、

写真などボーンデジタル資料の取り扱いです。私たちは新しいデジタル資産管理システムの導⼊

を検討中ですが、現段階では、既存のデータの移⾏に取り組んでいます。移⾏だけで何週間もか

かりますが、その後今年の終わりまでに、ボーンデジタルの資料のすべてを取り込むことになっ

ています。著作権の関係で、すべてをオンラインで公開することはできませんが、データの移⾏

と保存は引き続き⾏っています。 

 

当館の資料へのアクセス⽅法ですが、研究公開はブライス・ハウスの閲覧室からのみアクセス可

能です。誰でも⼊室可能ですが、予約が必要です。紙媒体の資料や NVAP 録画を閲覧することが

できます。⾐装や⼩道具などの⽴体資料については取り扱いに慎重を期するため、保存の観点か

らケースバイケースでその都度判断しています。解説ツアーやイベントなども提供しています。

ヴィヴィアン・リーやアダム・アント、それからバレエ・リュス（ロシアバレエ団）など、テー

マを決めたツアーなどが⼈気でした。また、⼤学からの依頼を受けて、研究技能講座などの授業

も⾏っています。多様化を⽬指す当館は、すべての⼈の興味を引くコレクションにすることを課

題としています。⼩学⽣や、従来⾜を運ばなかった⼈達を取り込んでいくよう取り組んでいます

が、これは⾮常に興味深い成果を⽣みつつあります。 

 

皆さんは展覧会を通じて当館の資料をお楽しみいただくことができます。当部⾨は⼤規模な展覧

会に主導してきましたが、これらは過去 8 年間、当部⾨が取り組んでいた成果です。展覧会は費

⽤も莫⼤で⼤掛かりですので、なるべく⻑期間の開催を⽬指しています。展覧会のほとんどは各

地の博物館を巡回します。たとえばデビット・ボウイの展⽰も 2 年前東京に来たと記憶していま

す。 

 

この写真はもうすぐニューヨークでオープンする展覧会です。ピンク・フロイドの展⽰は、今は

ローマで開催中ですし、「You Say You Want a Revolution」はミラノで、オペラの展⽰会近々

国外で展⽰される予定です。主要な展覧会には⼤きな投資がなされているので、どのような機会

も逃さず活⽤するようにしています。これら 3 枚の写真は、2017 年 5 ⽉にオープンしたピンク・
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フロイドの展⽰会の記者発表の舞台裏写真で

す。右の画像は博物館の前にいるニック・メ

イソンで、上空には豚が⾶んでいます。有名

なロックの歴史的瞬間を再現するのは素晴ら

しい経験でした。豚は⾼く空を⾶んでいます

が、バターシー発電所の上空は避けなければ

なりませんし、どこかへ⾶んで⾏ってヒース

ロー空港の⾶⾏機発着の邪魔にならないように気を付けなければなりません。実は過去に 1 度発

着妨害になったことがありました。 

 

主な展覧会は⼤体 12 週から 20 週間開催され、終了後は国外の巡回展⽰に回ります。新しい V&A 

ダンディー博物館のオープンに伴い、主だった展覧会はスコットランドでも開かれることが多く

なり、国⽴博物館としての役⽬を果たすことができるようになりました。ロンドンを拠点とする

博物館であることが⾮常に重要なのです。 

 

パフォーミングアーツの常設展は⼊場⾃由です。ここでは当館のコレクションのハイライトが⾒

られるだけでなく、イギリスのパフォーミングアーツおよびその創作過程についても学ぶことが

できます。新しい収蔵品のお披露⽬のほか、全体のプロセスの中でも特定のパート、例えばリハ

ーサル、といったテーマを決めて展⽰しています。前に、『アントニーとクレオパトラ』でヴィヴ

ィアン・リーが⾝に着けた、オリバー・メッセルデザインの頭飾りをお⾒せしましたが、ヴィヴ

ィアン・リーは⾮常に⼈気がありますので、最近コレクションに加わった彼⼥の鬘をお⾒せした

いと思います。1950 年に映画『欲望という名の電⾞』のブランシュ役で使⽤したものです。 

 

リーはこの劇作が 1949 年ブロードウェイからウエストロンドンにやってきたときに、この役を

演じました。舞台公演では鬘は使⽤しませんでしたが、1951 年にアカデミー主演⼥優賞を取っ

た映画版では使⽤しています。この鬘は最近オークションに出品されました。コレクションに加

えるかどうか真贋を検討した際、お⾒せしているローレンス・オリビエからスタンリー・ホール

への⼿紙など、多くの⽂書を検討し、ロンドンを拠点としている鬘製造者が映画のために鬘を制

作したことを知ったのです。リーからエリア・カザン監督へ、「美しさよりもきちんとしたものを」

とリクエストするメモがあり、「鬘の⽑は薄くてみすぼらしくなりがちなので」と書かれています。

新収蔵品の価値を⽴証できたのはうれしいですね。 
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次のスライドですが、鬘についての補⾜情報です。これはサザビーにあったときの写真です。ひ

どい状態ですね。⼀⽅こちらは彼⼥がかぶっていた時の状態なのですが、私たちはこの鬘の元ス

タイリストに連絡を取ることができました。この婦⼈は「グエン・フランクリン」というスタイ

リストで、今 89 歳なのですが、鬘を整えるために来てくださったのです。それでこの写真の状

態から、この写真の状態に戻すことができました。このような個⼈の所有物をコレクションに加

えるとワクワクします。 

 

そして、各種アニバーサリーや協⼒者との関係を記念する内容の⼩規模な短期展⽰も⾏っていま

す。定期的に Society of British Theatre Designers （英国舞台デザイナー協会）と⼀緒に、現

代舞台デザインを展⽰しています。現在は、アンソニー・クリックメイの写真 100 枚を展⽰して

いますが、彼は昨年 80 歳を迎えました。舞踊写真がよく知られていますが、オペラ、演劇、ヴ

ォーグなどの作品や、政治家や王室のポートレートなど、あらゆるジャンルの作品を取り上げて

いるのが特徴です。 

 

次の展⽰は、7 ⽉ 10 ⽇にオープンしますが、イギリスの舞台検閲の廃⽌ 50 周年を記念するもの

です。常設展⽰品をかなり活⽤したものですが、特定のテーマに焦点を当てて、新しい層の来場

者を呼び込めると期待しています。このような部⾨単位の⼩展⽰を国内で巡回させるつもりです。

このスライドの画像は、2016 年夏の「Curtain Up（幕が上がる）」展の⼊り⼝の写真です。これ

は、ロンドンのウエスト・エンドとニューヨークのブロードウェイの関係に焦点を当てたもので

す。これは Society for London Theatre （ロンドン劇場協会）と New York Public Library of 

Performing Arts（ニューヨークパフォーミングアーツ公共図書館）との共催で、V&A での展⽰

終了後、ニューヨークに⾏きました。主要展覧会と同じように、会議や会員講演会などの様々な

関連イベントも同時開催します。 

 

最後に、公演についてもお話ししたいと思います。当館には完全装備の劇場スペースはありませ

んが、ピーター・ブルックの「Empty Space（何もない空間）」の概念を⽂字通り取り⼊れまし

た。パフォーマンスはどこでも⾏うことができます。当館では 2011 年以来、毎年 4 ⽉下旬にパ

フォーマンス・フェスティバルを⾏っています。実際に演者に会って体験できる年に 1 度の機会

です。10 ⽇間のお祭の間、⼩規模なパフォーマンス、プロムナード演奏会、公演、会議、⼦供向

けイベントなどが⽬⽩押しです。 
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まとめに⼊りますが、演劇／パフォーマンス部⾨は 1 番新しい部⾨として、V&A にはなくてはな

らない部⾨になりました。主に扱うのは無形遺産ですが、現在のパフォーマンス分野の最先端で、

同時代の舞台芸術家と常に関わりながら、コレクションに加えるのに適切な有形遺産が何なのか、

選択をしています。パフォーミングアーツはあらゆる職業や社会的地位の⼈々に訴えかけるテー

マなのです。⼀⽅、喫緊の課題もあり、それがボーンデジタル資料の収集です。すべての資料収

集団体が、舞台装置のデジタルデザインや、デジタル写真、電⼦メールや電⼦⽂書等々、ボーン

デジタル資料の 1）取得、2）保存、3）公開のプロセスとシステムを整えるために努⼒していま

す。 

 

当館も今まさに、しっかりとした枠組みを設計している最中です。もちろん、通常のアーカイブ

プロセスも適⽤されますが、著作権対データ保護、私有ソフトウェア対無数のファイル形式、と

いった問題は、従来の考え⽅を根底から覆すものです。パフォーミングアーツの継承のために意

味のあるメタデータをどのように創っていくことができるのか、ということは⼤きな課題です。

当館のビジターや研究者にとっては、作家や上演作品名、上演場所や時期などの情報が⼤切です

が、アーカイブや図書館、博物館の収蔵品のための国際的な資料⽬録規格では、資料⾃体の情報

しか含まれないケースが多いです。今後 5 年から 10 年の間に、パフォーミングアーツのライブ

配信にも imdb.com のようなものが登場して、⼀次リソースや⼆次リソースがどこにあるのか

といった情報と共に、あらゆる情報が簡単に⼿に⼊るようになることを願っています。 

 

最後になりましたが、実は政府から収蔵庫の⽴ち退きを要求されています。最初にお⾒せした⼤

きな収蔵庫の建物に資料が保管されていますが、2023 年 3 ⽉までに⽴ち退かなければならない

のです。⼤規模な引っ越しが控えていますが、仕事のやり⽅や新しい観客とどのようにかかわっ

ていくかということを再考する良い機会だと捉えています。  
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畠中 実  

「ICC の映像アーカイヴ「HIVE」と展開可能性について」 

 

 

畠中です。演劇博物館と同じ新宿エリアにある NTT インターコミュニケーションセンターで活

動しています。こういった機会をいただきまして⼤変感謝しております。形のないものをどう残

していくかという問題は、今美術館においても⾮常に重要なテーマになっていて、特に今回パフ

ォーミングアーツおよびメディア・アートという領域において、形を残すことが難しい芸術表現

をいかにアーカイブしていくか、どう取り組んでいくかを情報共有できる、⾮常にいい機会だと

思っています。 

 

私ども ICC もデジタルアーカイブを⼿掛けていますが、先に発表されたお⼆⽅とはちょっと異な

る形での活動になります。デジタルアーカイブという営みからいかに作品を保存し、あるいは再

制作につなげるか、形がなくなってしまうものにどうやって再び形を与え、あるいは形のあるも

のとして残していくかということを考える⼀つの可能性を、デジタルアーカイブを通して考えた

いと思います。 

 

ICC という館の説明も含めてお話させていただきますが、『ICC の映像アーカイブ「HIVE」と展

開可能性について』というタイトルでお話します。NTT インターコミュニケーションセンター

ICCの映像アーカイヴ「HIVE」と展開可能性について
　　　　　　 
　　　　　畠中実　NTTインターコミュニケーション・センター [ICC]　主任学芸員
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（ICC）は 1990 年の⽇本の電話事業 100 周年の記念事業として、1997 年に⻄新宿、甲州街道

と⼭⼿通りが交差するところにオープンした⽂化施設です。97 年当時はまだ NTT が分割してい

なかったので NTT1 社による運営でしたが、現在では NTT 東⽇本 1 社の運営です。インターコ

ミュニケーションセンターの名前の通り、通信事業会社ですから、通信とかコミュニケーション

をテーマにした芸術活動の⽀援を⽬的として、CSR といわれる企業の社会貢献事業として運営さ

れているものです。『「コミュニケーション」というテーマを軸にして、科学技術と芸術⽂化の対

話を促進し、豊かな未来社会を構想するためのアーティストやサイエンティストを世界的に結び

つけるネットワークをつくる情報交流の拠点となる』というのが当初の理念としてありました。 

 

海外の⽅もいらっしゃるので英語ページでご紹介しますが、こちらが ICC のホームページで、ホ

ームページ⾃体が⼀つのアーカイブになっています。97 年に開館していますので、今年で 20 周

年を迎えました。20 年分の館の活動がウェブで⾒られます。これはアーティストの⽅々からも重

宝されていて、美術館で展⽰をしてもさかのぼってアクセスするのはなかなか難しいものなので

すが、ICC だと 20 年前の展⽰でもアクセスできるといわれていて、それは⾮常によかったなと

思っています。こちらがメインのページで、今、坂本⿓⼀さんと⾼⾕史郎さんというお⼆⼈のア

ーティストによるサウンドインスタレーションが公開されています。このように現在開催中の展

覧会ももちろん⾒られますが、ここに活動理念などもあります。 

 

こちらのページは ICC の沿⾰と紹介、それとこれが過去 20 年の ICC の催しがブラウズできるコ

ーナーになっています。センターがオープンする前に 8 年間プレ活動をやっていた事情があり 91

年までさかのぼれるのですが、当時の情報はそれほど残っていません。95 年だと、まだ場所がな

いのでウェブ上の美術館のようなプロジェクトをやっていました。これは俗にいう『⾒えないミ

ュージアム』みたいなものの構想ですね。そしてここにアーカイブがあります。その中に先ほど

ご紹介した HIVE、デジタルアーカイブと年表がありますが、これはメディア・アート年表とい

われるもので、ICC の活動を軸にいろいろな

社会的な事象や技術史的な事柄が⼀括して⾒

られます。 

 

それぞれにアクセスするとデータベースに⾶

んで、個別の作品の写真が⾒られるというわ

けです。これはライゾマティクスと Perfume
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の展⽰ですね。こういうものも、先ほどの⾐装といったものを展⽰する⼀つの事例になっている

といえると思います。HIVE については、このようにタイムラインがあって、97 年から現在に⾄

るまでいろいろなコンテンツが⼊っています。諸事情でこの 2 年ぐらい新しいコンテンツがあま

り上がっていませんが、2015 年ぐらいまではコンスタントにアーティストトーク、シンポジウ

ム、パフォーマンスなどが上げられています。ICC が制作したオリジナルのインタビューコンテ

ンツなどもあり、例えば坂本⿓⼀さんのインタビューなどもこういう形で、インターネットから

アクセスしてご覧いただけます。 

 

坂本さんのインタビューは展覧会に合わせて収録させてもらったものですが、展⽰作品について

お話いただいています。つまり展覧会を⾏ったときのアーティストの証⾔のような形で、こうい

ったインタビューが残されているものもあります。個別にインタビューを撮っているものもあり

ます。展覧会に際して来⽇したアーティストや展⽰したアーティストのイベントとしてアーティ

ストトークを⾏う際に、記録した映像をこういった形で上げています。 

  

例えば先ほどピンク・フロイドの展覧会が

紹介されましたが、この写真はピンク・フ

ロイドの豚を⾶ばしたジェフリー・ショー

というアーティストです。豚はインフレー

トバルーンという⾵船で、空気で膨らます

インスタレーションをやった⼈です。それ

こそ⼀回性が強く、屋外で⾏われてパフォ

ーマンス的な要素が強い作品です。こういうものも残すことが難しい作品ですね。特にこういっ

た VR を使った作品や新しい技術を使った作品というものは、技術の進歩、発展に伴って変化し

ていきますが、技術がどんどん古くなってしまうんですね。それがメディア・アートとかテクノ

ロジーを使った作品の宿命です。そういう部分でこういったアーカイブが、作品の保存のために

どういうふうに役⽴てられるかというのが今回、私が話したいところです。 

  

ジェフリー・ショーさんのほかにもう⼀⼈⼀緒に来てもらった⼈がいます。ドイツのカールスル

ーエにあるメディア・アートセンター（ZKM）という美術館の当時の学芸部⻑（またはチーフキ

ュレーターか）だったベルンハルト・ゼレクセという⼈なのですが、この⼈が当時プロジェクト

としてやっていたのが、デジタルアートコンサベーションプロジェクトです。デジタルアートの
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保存と収集について、こんな分厚い本を出版した⽅で、ZKM の実践をお話しいただきました。⻑

かったのでいくつかのリールに分かれています。様々な古い機材をわざわざオークションで集め

たり、オリジナルをいかに再現するか、保存するかといったことなどを発表していただきました。

そういう意味ではアーカイブをするためのいろんなお話をするコンテンツがこのICCのアーカイ

ブの中にも⼊っているというような感じですね。 

  

こちらはチャンネル ICC で、これはアーティストの⽅が⾃分でその作品を解説したりするポッド

キャストの発信チャンネルです。今上がっているのは、これは⽇本のアーティストの⽅で、ハン

ディキャップの⼈です。視覚障害とか聴覚障害の⽅と⼀緒に作品を作っている⽅でもあって、ア

ーティストの意向もあって解説を⼿話で⾏いたいということになりました。このアーティスト⾃

⾝が⼿話の資格を持っていたこともあって、⼿話の作品解説をウェブで紹介するという取組みも、

今年の新しい試みです。こういうことも今後必要になってくるのかもしれません。 

  

なぜメディア・アートは保存するのが難しいかという点について。20 世紀以降の現代の美術の特

徴の⼀つに、展⽰される美術館やギャラリーという場所に収まらない作品（先ほどの⾵船や、⼀

回性が強いもの）―――美術館が保存とか収集機能を持つとすると、そういった制度に収まらな

いような作品―――が増えてきてしまったということがあります。例えば展⽰空間にテンポラリ

ーなものとして仮設され、展覧会が終わったら解体されてしまう、あるいは野外で⾏われる、そ

ういったものがたくさんあるということです。そういう作品をどのように残すのか、という話で

すね。美術作品とその⽂化を保存し、継承していく美術館という制度が、いかにして⼀時的な作

品を扱うのか、という問題です。 

  

そこでアート作品のドキュメンテーションという考え⽅が出てきます。作品を保存するのではな

くドキュメントとして保存するのだと。それを公開することによってどのような可能性が考えら

れるか、ということですが、例えばテンポラ

リーなものではなく、作品が紛失してしまっ

たというケースがあります。消失してしまっ

たり、盗まれてしまったり、あるいは作品が

今ない、あるいは保存不可能なものだったり。

どうしても写真や記録でしか残り得ない、そ

ういうものもあるわけです。それを例えば美
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術館に収蔵しようと思うならば、写真を記録する、あるいはデジタルじゃないものをデジタル化

して保存するというようなやり⽅もあるでしょう。でもそれはやはり⼆次的な記録でしかないと

いえます。ドキュメンテーションというのはあくまでも⼆次的なものなのですが、その⼆次的な

記録を修復や再制作というものに結びつけるというのが、ドキュメンテーションの可能性の⼀つ

ではないかと、僕は今考えています。 

  

今後、作品の再制作を考える時に、写真、ドキュメンテーションによってその作品が何らかに復

元される可能性を持つということですね。メディア・アートというものも、テクノロジーを使⽤

した作品は保存が困難であるとされています。技術がどんどん新しくなって古い技術が使えなく

なってしまう中で、そういったものをどのように再現するのかという問題に対しては、現在いく

つかの⼿法が試みられています。例えば展覧会⾃体を再現することによってその様⼦を伝えよう

とする試みなどです。完全に修復されるものばかりではありませんが、展覧会の様⼦を再現する

ことによって雰囲気が再現されるという⾯があり、2015 年に⾏われた国⽴近代美術館の『Re: 

play』という展覧会では、『映像表現 '72』という 1972 年に⾏われた展覧会を丸々、8 割ぐらい

に縮⼩して再現するというちょっと⾯⽩い展覧会になりました。 

  

それともう⼀つが、記録写真や作家の証⾔を基にして当時の作品を再現しようとするプロジェク

トです。これは僕が共同主催しているプロジェクトで、⽇本美術サウンドアーカイブといいます。

これは現代美術の中でも、特に残すことが難しい⾳を使った作品について、残っている記録や残

された⾳源などを頼りに、場合によってはアーティストを取材して聞きに⾏ったりすることで再

制作しようというプロジェクトです。年明けに旗揚げし、すでにいくつかやっています。これは

ICC 以外の活動ですが、そのような実践もあります。 

  

先ほど紹介した ICC のアーカイブが、作品のドキュメンテーションやアーティストの証⾔のよう

なものを収納するアーカイブとして機能するならば、作品の修復や保存などに関与するような在

り⽅を、デジタルアーカイブのもう⼀つの可能性として⾒ることができるのではないかと考えて

います。HIVE の現在のアーカイブ領域に加えて、ICC で⾏った展覧会をいかにドキュメンテー

ションしていくかまでを含めることで、単なるイベントの記録ということを超えたアーカイブの

役⽴て⽅、機能のさせ⽅が可能になるのではと考えています。まだ着⼿できていない、僕の構想

にすぎないのですが、ICC にこのようなアーカイブがあるということを基にして、作品の保存や

修復の可能性をさらに広げられるのではないかと考えているところです。 
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⼟屋 紳⼀  

「演劇アーカイブを補完するデータキュレーション」 

 

デジタルアーカイブの⼟屋と申します。当館ではデジタルのコンテンツをどのように考えて実践

しているかということを含めた紹介をして、最後にこういうことは可能かなという疑問を投げ掛

けて終わりたいと考えています。よろしくお願いします。 

 

まず簡単にデータベースの紹介をします。2001 年にウィキペディアと同じ年に⼀般公開されて

います。ウィキペディアに⽐べれば当館のデータベースはそれほど知名度はありませんが、かな

り歴史はあるほうだと思っています。現在 28 種類、データベースを公開しています。中でも⼀

番アクセス数が多いのは浮世絵のデータベース

で、4 万 7000 点ぐらいあります。さらに貴重

書なども 22 万点の画像が公開されています。

今⽇のテーマである『形のないアートを保存す

る』ということも少し振り返りつつ進めていき

たいと思います。 
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まず、形がないというのは無形⽂化ということになります。演劇というジャンルはそもそも保存

ができない、ということから今⽇の議論は始まっています。では何をしているのかといえば、皆

さんが話されたように、いろいろと周辺の資料を集めている。番付（登場⼈物とかスコアボード

みたいなもの）や、台本や⾐装、仮⾯、といろいろ出てきましたが、そういったあらゆるものを

収集するという形になります。ですから、⾮常に⾼価なものがあるというよりは、チケットの半

券のようなものでも、とにかく情報として収集できるものは集めるということを、⼀⽣懸命やっ

ています。 

 

その状態を私は『ドーナツ型の収

集』と⾔っています。そしてそれ

⾃体が演劇のアーカイブなのでは

ないかというふうに考えています。

ドーナツというのは中が空洞なの

ですが、実際、演劇というものは

空洞な状態、保存できない状態で

あって、周りを⼀⽣懸命集めるこ

とで、中央の演劇はどのようなも

のかと、みんなで想像を働かせる

しかないのではないかと。そのようなアプローチで皆さんも収集をしてきたのではないかと思い

ます。 

 

そこで、収集したときにいろいろと資料の整理や保管をし、さらには⽬録を作ってデータベース

化をすることになりますが、個別にどんどん蓄積されていくというのが現状です。保存の合理性

という意味で仕⽅がない状況なのですが、先ほどのドーナツのようにいろいろと集めていったも

のが、真ん中を浮き上がらせようという趣旨は分断されてしまって、資料のメディア単体にどん

どん特化してしまっているというのが⼀つの現状ではないかと思います。ではその問題をどうし

たらいいのかというのが、私が特に今興味を持っているところなのですが、データキュレーショ

ンということが必要になるだろうと思います。どういうことかというと、データベース間を好き

なように連結・連携させていこうということです。 

 

データキュレーションという⾔葉に聞き覚えのない⼈もいるかもしれないので、少しだけ説明し
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ます。普通にキーワードで検索すると似たようなキーワードがたくさん出てきますが、それだけ

では不⼗分で、やはり関係しているものはこれとこれ、といった形でグループ化するということ

がデータとしては必要になります。展覧会のキュレーションに相当するようなものが必要ではな

いかと考えていますが、ただ⼈的なものが必要になってくるため、費⽤と時間がかかるというマ

イナス⾯もあります。解決策として、新しいデータベースのシステムに新機能を⼊れてみました。

クリップ機能と呼んでいますが、みんながデータを⾃由にグループ化できるようにするものです。

検索キーワードもクリップできますし、しかも、我々だけができるというわけではなく、利⽤者

の皆さんが⾃由にクリップできて保存もできます。さらに保存したものを簡単に Twitter や

Facebook などで共有して、みんなで後で議論をするといった具合に、議論をするためのテーブ

ルとしての使い⽅もできます。公開されているメタデータに関しては⼀切変わりはないまま、そ

れを取り巻くような形でいろんなものをまとめるといったことができるようになります。 

 

動画を⽤意しました。今、シェイクスピアと

いうキーワードで検索をしているところです。

11 件データベースが引っ掛かりました。この

11 件の中にデータベースごとにタグを付け

ています。今演劇というタグを⼊れたら、演

劇に関するものが上に来ています。その検索

⾃体が、こうしてクリップボタンを押すと記

録されます。データベースも記録しておくと、そのキーワードで検索されます。さらに詳細情報

などもこのように押すと、どんどんクリップがたまっていきます。たまったものを押すことによ

って、写真のデータベースで直接その資料を⾒ることができたりします。他のところを押すとま

た違うデータベースにすぐに⾶べます。それをまたこうやって⾒て、編集をして、保存すること

も可能です。たとえば「シェイクスピア」とタイトルを⼊れて保存すると、保存した結果がこの

ような感じになります。保存したものをさらにコピーすることによって、再編集も⾃由にできま

す。 

 

クリップをして保存したものは、「シェイクスピア」のキーワードで引っ掛かるようになっていて、

他の「シェイクスピア」でクリップしてあるもの、保存してあるものを⾒ることができます。こ

のクリップしたものをまた保存をする、⼊れ⼦構造ですね。クリップしたものをまたクリップす

るという⼊れ⼦構造もできるようになっています。「シェイクスピア」とか、「シェークスピア」
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とか、⽇本語の場合いろいろと表現が違います。「沙翁」というのもシェイクスピアのことなので

すが、「シェイクスピア」だけだと引っ掛からないようなものも、こういうヒントが出てくれば、

「沙翁」でまた検索をして、シェイクスピア関連のものをクリップするといったようにまとめる

ことができますし、編集もできます。順番も変更できて、これを今、例えば⼀番上に持っていく

ということもできます。さらに今改⾏しているのは、最初の 1 ⾏⽬だけ太くて⼤きい⽂字に変わ

るということなのですが、そうすることによって⾒た⽬がさっきよりは良くなる、こういった編

集もできます。公開の種類もいろいろ変えられるように設定があります。こんな感じで保存がで

きます。順番も⼊れ替わったり、改⾏して太い⽂字と⼩さい⽂字が変わったり、タイトルと本⽂、

という使い⽅もできます。 

 

下のほうに「いいね」、「悪いね」ボタンというのもありますし、Twitter、Facebook に簡単にリ

ンクが貼られて投稿できるようになっています。動画については以上ですが、今動画でやってい

たことは ID 登録などもしないで⾃由に保存ができるという特徴もあります。しかし、誰でも⾃

由に参加できるということは本当に必要なのか、データキュレーションをみんながする必要があ

るのかということをちょっと考えたいと思います。例えば新しい寄贈品が来て、それをまず登録

して⽬録を作って公開をする、という⽅が優先されてしまい、データキュレーションというのは

どうしても後回しになりがちですが、そういった状況で⼈件費の問題がクリアされることは⼤き

いです。さらにいろいろな寄贈の経路がある中で、この資料とこの資料は確実に⼀緒なのかとい

う問題が起きた時に、確証がないとなかなか同じだという記述はできないのですが、他のところ

でこれとこれをクリップして⼆つまとめるという⽅法を取ることで、公式にはいえないけれど関

係がありそうということを、内部に発信できるというメリッ

トもあります。 

 

その半⾯、⾃由にやれる分無茶苦茶に⼊れてしまうという部

分もあり、不確実で⽭盾している情報も⼊ってくる可能性が

⾼いというマイナス⾯があると思います。その代わり、先ほ

どの「いいね」、「悪いね」ボタンで、「いいね」が押されてい

ると信ぴょう性が⾼いのかな、といったことが判断できるよ

うになっています。さらにそれが進んでいろんな書き込みを

解析することで、将来⼈⼯知能などが信憑性を計測して、検

索結果を上に出すといったことが可能なのかもしれないと考
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えています。 

 

少し話は変わりますが、「⽴体資料の 3D データ化』という資料単体の話に移りたいと思います。

まずは動画を⾒てください。写真を 148 枚ぐらい撮って、それを 3D データ化しています。ウェ

ブで誰でも⾒ることができ、今 100 点以上公開されています。⼤きくしたり⼩さくしたり、向き

を変えたりできる機能はよくあると思いますが、このボールを動かすと、ボールが光の光源にな

っていて、照明が変わります。さらに背景の⾊を落として、光源の種類、例えばたいまつの光の

中で演じている状態などを選択してシミュレーションできます。もともと能⾯の表情というのは

光の影を意識して作られているといわれています。こういったことをシミュレートして⾒せると

いうのは実際の展⽰ではなかなか難しいのですが、デジタル化によって簡単に、世界中で⾒れる

のは特徴だと思います。 

 

少し⾊を変えて明るくして、こういった感じだと外でやっているという想定、表情も少し変わる、

そういった雰囲気が出ているのではないでしょうか。⾕崎潤⼀郎の『陰翳礼讃』を引⽤しますと、

「いつしか陰翳のうちに美を発⾒し、やがては⽇の⽬的に添うように陰翳を利⽤するように⾄っ

た。事実、⽇本の座敷の美は全く陰翳の濃淡に依って⽣まれているのであって、それ以外に何も

ない』。これは簡単に⾔ってしまうと、⽇本の近代以前の⽇本建築に関しては、光が⼊ってきて影

の模様ができるということを想定して造られている、それ⾃体には何もないのだ、と⾔っている

のだと解釈しました。⾃然の影響を受けることを前提にした美意識が存在していると考えたとき

に、それは資料単体では成⽴しないもので、他の要素があって初めてその資料がある、というよ

うなことがあるのだということではないだろうかと。それはもしかしたら無形⽂化の資料と構造

が似ていないだろうか、とも考えるようになりました。 

 

まとめると、無形⽂化の保存という不可能への挑戦⾃体は、もしかしたら他の資料、全く違う有

形⽂化であっても同じような問題を抱えている可能性があるのかもしれません。さらに、無形⽂

化はドーナツ状で真ん中がないと先ほど説明しましたが、⾜かせがあるがために逆に未来のアー

カイブ事業へのヒントが隠されているのではと考えています。展⽰や市⺠参加型のイベントにつ

いていろいろ紹介がありましたが、データベースも市⺠参加型化にすることは有効なのではない

かとも考えています。ご清聴ありがとうございました。 
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【第 2 部】アーカイブの未来について ―パネルディスカッション― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡室 

第 1 部では、それぞれの館の紹介を含めていくつか問題提起もしていただきました。第 2 部では、

まずは登壇者の中でお互いに質問があれば、どうぞ。 

 

コリアリー 

アーカイブや博物館は、資料を単に収集するだけでなく、作成するべきなのか、という興味深い

問題が提起されましたね。これは何度も問われてきている問題だと思います。アーカイブは表に

出ず痕跡を⾒せないようにし、資料⾃体に語らせようとします。しかし、例えば作家にインタビ

ューして⾃分の作品について直接説明してもらうという⽅法もあります。これは資料⾃体に語ら

せるということでは実現できません。カズオ・イシグロのアーカイブのことを思い出しますが、

ほぼすべての収蔵資料で、彼は私たちに原稿を郵送する際、メモをつけてくれたのです。まるで、

彼が私の後ろに⽴って覗き込みながら、⼿紙や原稿、ノートの⼀つ⼀つについて説明してくれて

いるようなものです。原稿が創作過程について語るよりもっと多くを語ってくれるもので、アー

カイブへの補⾜情報であり、創作でもあります。ですから問題は、博物館やアーカイブはどの程

度まで、資料⾃体が語るよりも多くのことを説明し介⼊するのかということだと思います。 
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畠中 

そうですね、僕⾃⾝も収蔵作品を超えてそういったアーカイブがあるべきだとは思っていません。

やはりアーカイブというのは作品以上のものではあり得ないので。作品は作品だけで語られるの

が⼀番理想と⾔えます。作品からいろいろなものを感じ取ればいいわけで、余計なものを聞きた

くないという捉え⽅もあるでしょう。しかし、例えばそれも聞くことができない、作品もなくな

ってしまって⼿掛かりがないということもあり得るわけです。そういう場合に、何らかの⼿掛か

りを残しておきたい、という話です。ですから作品が残せるなら作品を残したほうがいいと思い

ます。作品が残せないなら、どういう形でそれを埋め合わせるか、という考えでお話しました。 

 その作品を取り戻せない、その代替と呼べるようなものすらない状況で、キュレーターという

のは⽇々⽂献をあさっているような印象があります。そういうことをしなくても済むようなアー

カイブがあると便利だということで、作品以上に、作品の代わりにこれを集めればいいというこ

とではないと思っています。 

 

岡室 

今回のテーマがそもそも、形のないアート

をいかに保存するかということですので、

作品がそのまま残っていればいいわけです

よね。例えば⼩説であれば、作品そのもの

を私たちは読むことができる。映画であっ

てもその作品がそのまま保存されるわけで

す。 

 

ただ、先ほど⼟屋さんがドーナツという⾔葉を使いましたけれども、舞台作品はドーナツホール

ということですね。私たちはそのドーナツホールの周辺の資料を収集せざるを得ない。そして周

辺のドーナツを埋めていくことによって、ホールの部分をいかに想像し得るかということでもあ

ると思います。それと同時に、単にドーナツの部分を保存するだけなのか。畠中さんや⼟屋さん

のお話だと、単に保存するのではなくて、やはりそこに何か新しい価値を⽣み出していくことに

つながるのかなとも思いました。アーカイブや博物館における保存というのがあくまでもドーナ

ツを埋めていく作業なのか、あるいはそこに何か新しい価値を⽣み出そうとするものなのか、そ

の点についていかがですか。 
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畠中 

最近 15 年ぐらい、美術館の展覧会のアプローチがだいぶ変わってきたと思っています。⻄洋美

術館で何年か前にマティスの展覧会がありましたが、画期的な展覧会で、絵が描かれる途中の写

真が展⽰されていました。この絵はどうやって描かれたのか、どういうプロセスで描かれたのか

という展覧会だった。絵画なのだから完成された表⾯だけを⾒せればいいのに、その展覧会のア

プローチはいろんなアトリエの写真を分析して、つまり作品の途中を⾒せたわけです。これはど

うやって描かれたのかとか、あるモチーフは最初描かれていたが途中で消された、など。 

 

作品に対するアプローチはが変わってきた部分もありますし、作品よりも資料展⽰のほうが充実

しているという展覧会も最近多いと思います。美術展に限らず展覧会における最近のアーカイブ

偏重主義は、確かに⼀つの傾向として認められると思います。この 10 年ぐらいの間に顕著にな

ってきたアプローチで、その是⾮についての答えは今は僕は持ち合わせていないのでが。 

 

ルイジェフスキ 

私は V&A の中でアート部⾨でなくてよかったと思っています。というのは、演劇／パフォーマ

ンス部⾨は創作プロセスがすべてであって、作品の創造に関わって、芸術や既存のデザイン製品

がどのようにして制作されたかを現在および将来の世代に伝えることが仕事だからです。私たち

には無形遺産を収集するという⼤きな挑戦をしています。これは、V&A の使命であるプロセスの

創造という理念そのもので、パフォーミングアーツにとっても、私の⼤好きなドーナッツモデル

（この話はロンドンに戻ったらみんなに教えることにします）の収集活動にとっても⾮常に重要

な部分です。これについては、私はいつも補完的なものとして捉えてきました。畠中さんが⾔っ

ていたように、資料そのものが⼿元にあるとしても、どのように創られたかという全体像を完成

させるには、もっといろいろな要素を考えなければなりません。 
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館として取り組んでいる NVAP アーカイブについて少しお話ししましたが、⾮常にコストがかか

るのですが、それだけの利⽤価値があります。15 年ほど前に、舞台芸術家、俳優、監督、デザイ

ナーなどとのインタビューを始めました。「TheatreVoice（シアターボイス）」という名前で公開

されていますので、Google で「V&A の TheatreVoice」と検索すると出てきます。これは独⽴

したウェブサイトになっていますが、ここ数か⽉間、館員の間でこれはただのウェブサイトでは

なく、資産だと認識されるようになってきています。HIVE の活動を⾒てうれしくなりました。

というのも、V&A でも、これらを⾃分たちで創り上げた資産、所蔵資料として統合し、単なるウ

ェブサイトではなく V&A のプロセスに統合し始めているからです。 

しかし、同時にこれらがボーンデジタル資料であるということ、アーカイブや収蔵品を補完する

⽬的で私たち⾃⾝が創り出した補助的な資料であるという点に注意する必要があります。ドーナ

ツの形を埋めていくものであって、作品そのもの、つまり形のないものは真ん中の⽳の部分です。 

 

コリアリー 

たとえば⼩説を考えると、パフォーマンスと⽐べて固定した作品であるように⾒えますが、実際

はそうではありません。⼩説が出版されてすぐ読んだ時と、10 年後に同じものを再び読んだ場合

とでは⾮常に異なる経験になります。読む体験が変化するのです。2 ⼈の読者が同時に同じ⼩説

を読んでも経験は異なるわけで、芸術作品やパフォーマンス、⽂芸作品、歴史的出来事などを取

り上げようとすると、必ず体験という無形の要素が介在することになります。特定の瞬間を完全

に網羅することは不可能ですから、問題は、聴衆の反応や、創作過程、草稿、映像や写真に記録

されたパフォーマンスなどを可能な限り収集することを⽬指すのか、ということです。可能な限

り収集するのか、あるいはどうせすべてを網羅することはできないのだから、淡々とパフォーマ

ンスの撮影だけをすることにするのか。あるいは特定のものに絞るのか。 

 

岡室 

いろいろ⾯⽩いお話が出てきましたが、つまり博物館というものが、物だけを保存するのではな

いという話ですね。⼀つにはそのプロセスも保存するという話が出ましたし、さらに今のエリッ

クさんのお話だと、経験を保存できるのかということ。⼩説⾃体は固定されたものであっても、

それを読む経験はもちろん個々⼈によって違うし、社会背景や歴史によっても違うわけですね。

そうした経験というものを、ドーナツの中に含めることができるのかということでもあると思い

ます。そういう意味では、ドーナツ⾃体が実は固定されたものではないのではないかということ

にもなりますが、その中で、私たちは何をどう保存していけるのか。 
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⼟屋 

ドーナツという形で、データベースのクリップ機能を保存しようという話がありましたが、常に

流動的だということ、流動的なことを保存し続けることが重要だと考えています。1 回切りの保

存ではなく、様々な⼈が継続的にいろんな情報を⾜していく、それをやめずにやり続けるという

ことが重要ではないでしょうか。 

 

畠中 

クリップ機能はランクを変えることができますよね。そうするとユーザーによって評価がどんど

ん変動していき、例えば時代によって作品の意味といったものが変わっていくことになると思い

ます。それが⼀つの指標になるというのは分かりますが、変動の履歴は残るのですか。 

 

⼟屋 

今回のシステムで最も重視したのが時間軸です。最初の情報はおそらく正確性が低いので、それ

を⾒た違う意⾒の⼈がまた書いて、徐々に正確性が上がっていく。ウィキペディアも、どんどん

蓄積されていくことによって正確性が上がっていきます。そういったタイムスタンプをちゃんと

取っていくことで、ドーナツがもっと良くなって、ほとんど固定に近いものになることを期待し

ています。まだ始まったばかりなのでドーナツにもなってない、点や線ぐらいの状況ですが、い

つかそうなるようにと思っています。 

 

畠中 

ドーナツという例えは⾯⽩い。例えばある物体をデッサンしようとしたときに、背景を描いてい

くことで物体ができて描けたりしますよね。つまりそもそも実体がなくても、周りを描いていく

ことによって、⽳というものが描ける。⽳⾃体は描くことはできないけれど、周りを描くことで

⽳は描ける。 

 

⼟屋 

演劇を⾒た⼈が、こう思ったという印象を、例えば 100 ⼈分集めたとしたら、その演劇が浮き上

がって⾒えてくるのではないかと。実際、作者が随分前に亡くなっている資料も多数あるので、

やはり想像をみんなで書いていくしかないし、実際⾒た⼈は経験を書けるかもしれない。そうい

う可能性はあると思っています。 
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岡室 

ドーナツの部分を書いたり、収集したり固めたりする⼈はかつては専⾨家だけだったわけですが、

今⽇の⼟屋さんの話は、そこに市⺠参加があり得るのではないかということですね。いろいろな

⼈が背景を書き込むということについては、いかがですか。例えば先ほどの⼩説を読む体験とい

うのは誰でもできるわけで、そういったものの集積が、ある種ドーナツになっていくということ

は可能でしょうか。 

 

コリアリー 

私は amazon.com のユーザーレビューについて考えていたのですが。これは記録に残るのでし

ょうか︖観客の反応は新聞の批評という形で伝達されますが、新聞の批評はある特定の意図（新

聞のために⽂書にしたためるという意図）を持ったかなり専⾨的な⼈間の意⾒ですので、それだ

けだと⼀般聴衆の多様な体験を掬えません。アメリカのフリンジフェスティバルを⾒ていると、

パフォーマンス芸術と演劇が融合する場になっていると思うのですが、公演の際に、カメラで観

客へのインタビュー映像を撮るだけでなく、アーカイブしたり、観客にフェイスブックやツイッ

ターなどのソーシャル・メディア発信を促し、特定のハッシュタグを付けたものがすべてアーカ

イブされる、という試みもされています。それは劇団によって収集され、聴衆がどのように参加

しているか、どのような感想を持ったのかという記録になります。このような試みはとても意義

のあることだと思いますし、始めるのに⼿間もかかりません。多くの劇団が考え始めているので

す。 

 

ルイジェフスキ 

V&A でも、アーカイブを収集している劇団の動向を⾒ていて同じことに気付きました。Young Vic

や Almeida、Royal Court など少し⼤きめの劇団では内部⽤のプレスメールを毎⽇配信していて、

V&A でもアーカイブに加え始めています。これは電⼦媒体に限らず、印刷⽂書も多いですが、劇

団がどのようにしてフィードバックを受け⽌め、好評・不評を受けて内部でどう動くのかがわか

るので、⾮常に興味深い資料です。V&A ではほかにも⼩規模なファンのコレクションも持ってい

て、スクラップブックやウェルカムサインなども集めています。アダム・アントのスクラップブ

ック、エレン・テリーやヘンリー・アービングなどなど、観客たちが舞台裏でサインは求める類

の⾏為ははるか昔から⾯々とあるのです。 
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また、観客が⾃分で書いた批評や⽇記などの素晴らしいコレクションもあり、個⼈の⾒⽅を提供

してくれるので、それもとても興味深いものです。スナップショットのようなものですね。完全

なものとは⾔えませんが、ある種の⾒⽅を提⽰してくれます。また NVAP に関連して、私たちの

記録⽅法を紹介しますが、録画の際には実際にチケットを購⼊して席を確保し、観客の⽬線と同

じ⾼さになるようにカメラを据え付けるのです。S 席の後ろか、A 席の場合が多く、録画を⾒る

と客席にいるのと同じような体験ができます。時にはカメラの前の⼈が寝てしまっていたり、電

話が鳴ったり、芝居が気に⼊らなくて退席してしまう⼈が写ることもありますが、すべて記録し

ます。観客として体験できるように、あえてカメラを観客の⽬線に据えることにしたのです。そ

の場にいなくても、その雰囲気は味わうことができるところが魅⼒的なので、なるべくそういっ

た部分も取り⼊れようとしているのです。 

 

岡室 

様々な形で情報の収集の仕⽅があるということですね。今、SNS などで誰でも情報を発信するこ

とができますが、そういうものがただ消えていくのではなくて、いかにアーカイブしていくかと

いうお話も出ました。ところで、⼟屋さんのお話にあった「いいね」ボタンと「悪いね」ボタン、

この情報は⽟⽯混交ですよね。それを峻別する必要があるのか、それともそのままアーカイブす

ることが⼤事なのか、その点はいかがですか。 

 

⼟屋 

「いいね」「悪いね」ボタンについては、資料についての「いい」、「悪い」の評価ではなくて、そ

のコレクションについて、これは間違っているというときには良くない評価が、これはよくまと

めたなという時には「いいね」が付くということになると思います。資料の価値ではなく、こん

な資料があったのかという発⾒に対して、⾒た⼈が「いいね」を付けるかもしれない。有名なも

のだけに「いいね」が押されるということではなくて、検索では引っ掛からないようなものが吸

い上げられるという可能性も⼗分あると思います。ですから、機械が単純にやることの限界も含

めて、⼈が何らかに選んだものを残すということも⼀つの可能性だと思います。 

 

岡室 

ただ、⼈でも⾮常に知識豊かな⼈が選ぶ場合と、何となく選ぶような場合とがあるわけですよね。

それはどう考えますか。 
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⼟屋 

知識のある⼈、研究者の⼈は最初に書いてくれる⼈だと思うので、それを頼りにまず⾒るという

ことだと思います。それに対して、「いいね」ボタンが付いて評価が定まっていきます。さらに、

⼀般とオフィシャルという⼆つの領域が設定できるようになっています。オフィシャルは、館内

だけではなく、特定の⽅に ID を付与して使ってもらうことができるので、ID によって誰がやっ

たのかということも登録・表⽰できるようになっています。特定の⼈のものだけを収集して⾒る

といったことも可能です。また、イベントとしてウェブ上で「こういうのでみんな集めましょう」

という呼びかけをやるといったことにも使えます。全部をフラットに評価するわけではなく、そ

ういったことにも使えるようになっています。 

 

岡室 

様々な情報の収集の仕⽅がありますし、それに関する様々な仕掛けもやっぱり必要であるという

ことかと思います。では、参加者の皆様の質問にもお答えしたいと思います。 

 

参加者①  

本とか出版物なら、図書館に⾏けば⼤体の

ものを読むことができますが、演劇は実際

にチケットを買って⾒に⾏っても、録画・

録⾳は駄⽬で、ほとんど記憶しか残らない。

調べようとしても、台本もビデオも公開さ

れていないというケースが多くて、今⽇の

市⺠参加という発想は⾮常に⾯⽩いと思い

ました。われわれが劇団とか作家さんに直

接アプローチしなくても、博物館がその仲介というか仲⽴ちになってくれるわけですね。 

国会図書館であれば、全ての本を集めるという納本制度がありますが、演劇のチラシでも何でも、

博物館が、エンパクが集めます、というような運動が今後広がっていくのでしょうか。 

 

岡室  

演劇博物館は、膨⼤なチラシなども含めて演劇資料を収集していますが、基本的にご寄贈に頼っ

ています。ナショナルアーカイブのように、劇団は絶対当館にチラシを送ってくれるといったシ

ステムが構築されたら、より豊かになっていくのではないかと思います。それから、記憶ですね。
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市⺠参加の話も出ましたが、今お話を伺って演劇の記憶アーカイブのようなものが何らかにでき

ると⾯⽩いのかなというふうに、思いました。 

 

参加者② 

市⺠の活動として舞台を作っている団体があって、「市の⽂化としてやってきたことを 100 年後

に残したい」という趣旨で、映像で撮る際に照明で協⼒をしています。市⺠の⽅が参加するとい

う件ですが、素⼈だけではとても 100 年後に残せるものではありません。プロの⼈たちがどうい

う形で参加できるのか。エンパクでは、別な団体が⼿掛けたものを仲介したり、ネットワークを

構築するような予定はありますか。 

 

岡室  

共通する問題として、収蔵庫の問題ですとかお⾦の問題、それから⼈材の問題、それに著作権の

問題などがあります。第 2 回ができればそういう突っ込んだ話題についても話し合いたいと思い

ます。 

 

フィルムセンターでは、今⼀般の⽅が撮った映像の収集なども始めているようですが、演劇博物

館はそこまで⼿が回っていません。今後、そういう収集物⾃体も市⺠参加型になっていくかもし

れません。 

 

最後に、今⽇の会についてゲストから⼀⾔ずついただきたいと思います。 

 

⼟屋 

先ほどの参加者の⽅からの質問ですが、実際に舞台映像を保存しようというプロジェクトはすで

にやっています。劇団にビデオの保存状況を尋ねる調査を⾏いました。ビデオテープは劣化が早

いので、早く対処が必要だということで、⼤きい劇団だけですが、全国調査をしました。ただ、

お⾦がないとか、危機意識があまりないといった理由でなかなか進んでいないという状況です。 

 

岡室 

⽂化庁の補助⾦事業として調査したのですが、ほとんどの場合、舞台映像は死蔵されているか、

劣化に任せているという状況が浮き彫りになり、それはそれで課題だと感じています。 
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畠中 

ビデオでも他のメディアでも、フォーマットがどんどん変わってしまうので、その展開の早さに

どう追いつくか、どうコンバートするかという問題はありますね。市⺠参加という話もありまし

たが、先ほど紹介した HIVE も、ある意味ではオープンに、パブリックに開かれているアーカイ

ブです。集めるというより、むしろ外に出していくという、クリエイティブ・コモンズという著

作権の⽅式を採っています。ですから、映像のコンテンツはダウンロードして、例えばいろんな

国の字幕を⼊れるといった形で広めてもらったり、著作権保持者から許諾が得られれば⼆次使⽤

も許可しています。市⺠参加とは少し違うかもしれませんが、パブリックにいろんな形で利⽤で

きるという点を⼀⾔追加しておきます。 

 

岡室  

著作権法の期間が 70 年に延びようかという中でクリエイティブ・コモンズ、⾮常に重要なもの

だと思います。 

 

ルイジェフスキ 

はるばるロンドンからやってきてわかった

のは、私たちはみな同じ⽅向を⽬指して進

んでいるということがよくわかりました。

それが今⽇⼀番おもしろいと感じた点です。

無形遺産の収集というのは、本当に難しい

課題だと思います。私たちは皆同じステー

ジにいて、個⼈的には今⼀番の課題は、こ

こ何世代か分のパフォーミングアーツのア

ーティストたちの資料をとりこぼさず保存することだと思います。だれもがデジタルを使⽤して

いる時代ですから、それらを逃さず取り込むのはもちろん、その先には保存し、公開するという

全部で 3 つのステップがあります。これは⼤きな挑戦であり、私たちが次に取り組まなければな

らない⼤きな課題になると思います。 

 

コリアリー 

先ほどのご質問に答える形で付け加えたいのですが、演劇の遺産を保存するのは私たち全員の責

任だと思います。アーカイブや博物館だけでなく、アーティストや専⾨家、そしてそれを⽀える
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コミュニティ。政府の補助⾦、⽂化遺産の価値を認めた企業がのすべてが、演劇の遺産を盛り⽴

て保存していく⼀端を担うことができます。これは皆の責任であり、私たち全員で執⾏できれば

と願っています。 

 

岡室 

ぜひまた第 2 弾を開催し、今後とも連携を深めていければと思います。皆様、本⽇はご来場あり

がとうございました。 
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